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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 12日 (2005.9.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ ７ 】
　 駆 動 歯 車 （ １ ０ ０ ） の 回 転 軸 線 と 被 動 歯 車 （ ２ ０ ０ ） が 軸 支 さ れ て い る 点 Ｐ
と の 間 の 最 短 距 離 は 、 駆 動 歯 車 の 本 体 の 半 径 よ り も 小 さ い 請 求 項 １
５ 又 は １ ６ に 記 載 の ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ ８ 】
　 駆 動 歯 車 の 回 転 軸 線 と 被 動 歯 車 が 軸 支 さ れ て い る 点 Ｐ
と の 間 の 最 短 距 離 は 、 コ ー ド 板 の 半 径 よ り も 小 さ い 請 求 項 １ ５ ～ １ ７ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 螺 旋 状 の 線 が ア ル キ メ デ ス の 螺 旋 の 一 部 と し て 方 程 式 ｒ ＝ ａ ・ φ
に し た が っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 ｒ は 螺 旋 の 半 径 で あ る 。 ａ は 正 の 定 数 で あ る 。
φ は 、 螺 旋 の 線 の 極 の 周 り の 放 射 光 線 の （ ラ ジ ア ン の ） 旋 回 角 度 で あ る 。 こ の 示 さ れ た 例
で は 螺 旋 が 駆 動 歯 車 に 対 し て 中 心 に 配 置 さ れ て い る の で 、 こ こ で は 極 が 回 転 軸 線 １
０ ３ に 存 在 す る 。 こ の 種 類 の 螺 旋 の 場 合 、 螺 旋 の 極 か ら 出 発 す る 任 意 の 光 線 の 連 続 す る ２
つ の 交 点 が そ れ ぞ れ 、 同 じ 間 隔 、 す な わ ち ２ ・ π ・ ａ を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 説 明 し た 構 造 の 特 に 好 適 な 点 は 、 上 述 し た よ う に 被 動 歯 車 ２ ０ ０ が 駆 動 歯 車 １ ０ ０ の 本
体 の 外 径 か ら は み 出 な い か 又 は ほ と ん ど は み 出 な い よ う に 、 こ の 被 動 歯 車 ２ ０ ０ は
配 置 さ れ て い る こ と で あ る 。 換 言 す れ ば 、 軸 受 Ｐ と 駆 動 歯 車 の 回 転 軸 線 と の 間 の 距
離 が 、 駆 動 歯 車 １ ０ ０ の 本 体 １ ０ ６ の 半 径 よ り も 小 さ い 。 こ の 示 さ れ た 例 で は 、 軸 受 Ｐ と
駆 動 歯 車 １ ０ ３ の 回 転 軸 線 １ ０ ３ と の 間 の 距 離 が 、 コ ー ド 板 ４ ０ ２ の 半 径 よ り も 小 さ い 。
２ つ 又 は 多 数 の 軸 受 Ｐ が 存 在 す る 場 合 、 被 動 歯 車 ２ ０ ０ の 回 転 軸 線 ２ ０ ３ が 駆 動 歯 車 １ ０
０ の 回 転 軸 線 １ ０ ３ に 対 し て 適 切 に 傾 斜 し て い る と き に 、 各 軸 受 Ｐ を 回 転 軸 線 １ ０ ３ に 対
し て 最 短 距 離 で 配 置 す る 必 要 が あ る 。 ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ の 配 置 が 、 こ の 基 準 を 満 た す
こ と に よ っ て 比 較 的 小 さ い 直 径 を 有 す る 。
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